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番号：

ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ

概要
（簡潔に
箇条書き
とする）

□１.軟弱地盤対策 ■５.その他

□２.舗装関係

□３.バリアフリー・ユニバーサルデザイン

□４.省スペース化 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　■2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 2

2.工程 □1.短縮（　％）　■2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 2

3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

5.施工性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

7.その他 □1.　（　　　　　　　　　　） 番号：

開発体制 ■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学) 番号：

開発者名

会社名： 住所：

技術
□1.県内 担当部署： TEL：

■2.県外 （内線）

2 担当者名： FAX：

E-mail：

会社名： 住所：

営業
□1.県内 担当部署： TEL：

■2.県外 （内線）

2 担当者名： FAX：

E-mail：

施工実績 県内現場 件　←自動計算のため入力しないこと

　当該新技術等に関する説明会・現地見学会等の開催の可否（県内開催に限定）

■1.発注者側の希望日・希望場所で開催可能

□2.開発側で日程等を準備する。

□3.実施しない（県内での開催は無理，又は，個別に対応する，など） 番号：

新技術等
のＰＲ

5

5

従来技術は石油由来ポリエステルを100%使用していたため環境負荷の配慮がされていな
い課題があったが、本技術の活用により、温室効果ガスの削減および有限資源(石油)の
節約が期待できるので、環境の向上が図れる。

東京都品川区南品川2-2-13 南品川ＪＮビル4F

新技術等
の効果

産業資材事業部

B-21086

登録番号

開発年 2016

登録No.

登録年月日

植物由来ポリエステル袋型根固め工法用袋材

評価結果

問合せ先
（所在地が
県内or県外
を必ず選

択）

大嘉産業株式会社

大嘉産業株式会社

東京都品川区南品川2-2-13 南品川ＪＮビル4F

土木技術部

高島美恵 takashima.mie@daika.co.jp

事後評価済み技術

吉田恭平 yoshida.kyohei@daika.co.jp 

1

配慮事項
（県の地域
特性等）

河川海岸-袋詰玉石工 平成30年3月28日  KT-170113-VE
NETISへの
登録状況

工種区分 (レベル1，2まで記入)

03-6716-0888

03-6716-0826

1

大嘉産業株式会社

石油由来ポリエステル袋型根固め工法用袋材

%

%

03-6716-0826

03-6716-0887

新技術等　申請資料（１／５）　表紙（概要）

新技術等
名称

バイオエコサンクネット
収受受付年月日 2021/9/28

処理区分 積極活用技術

新技術等
の区分

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他 4

mailto:takashima.mie@daika.co.jp#
mailto:yoshida.kyohei@daika.co.jp#


バイオエコサンクネット 登録No.

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

（適用条件）

A-2

①製作枠にバイオエコサンクネット設置
②中詰め材投入
③吊りロープ引出し
④網地仮吊り
⑤口絞り
⑥吊上げ、仮置き

□1(1).歩掛あり（標準）　■1(2).歩掛あり（独自）　□2.歩掛なし

【施工条件】
・施工場所:主に河川・海岸護岸の根固め工、河川・海岸護岸工、橋脚の根固め工
・施工内容:袋型根固め工法用袋材の製作と据付
・施工数量:10袋
【積算条件】
・人件費:令和3年度茨城県(出典根拠:「ラブルネット積層工法 設計・施工マニュアル」資料
8(平成27年1月/一般財団法人 土木研究センター)
・出荷場所から現場への材料の運搬費は含まない。
・バイオエコサンクネット価格表/大嘉産業㈱発行(平成29年9月、全国単価)

適用可能な範囲
・河床材料による袋材の損傷や摩耗の恐れがない区間
・火気の恐れがない区間
・下記の流速区間(製品規格別)
1t(単体)約2.7m/sec以下 2t(単体)約3.0m/sec以下
3t(単体)約3.2m/sec以下 4t(単体)約3.5m/sec以下
1t(群体)約4.0m/sec以下 2t(群体)約4.5m/sec以下
3t(群体)約4.8m/sec以下 4t(群体)約5.2m/sec以下

新技術等　申請資料（２／５）

新技術等名称 B-21086

（長　所）
・質量の約25パーセント以上を植物由来ポリエステルに置き換えたことにより、「温室効果
ガス削減(注1)」、「有限資源(石油)の節約(注2)」が期待できるので、環境の向上が図れ
る。

(注1)温室効果ガスとは、大気圏にあって地表から放射された赤外線の一部を吸収することに
より、温室効果をもたらす気体の総称。多くに二酸化炭素(CO2)が含まれる。本技術は光合成
によって二酸化炭素(CO2)を吸収する植物(サトウキビ)の廃糖蜜を使用することにより、温室
効果ガス削減の効果がある。
なお「廃糖蜜」はサトウキビから砂糖をつくる際に発生し、従来は処分していたものなの
で、砂糖の生産量には影響を与えない。
(注2)従来の石油由来ポリエステルの代わりに植物由来ポリエステルを25パーセント以上使用
するため、石油の使用量が節約できる。



登録No. B-21086

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）

実験資料等

積算資料等

施工管理基準資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4

新案番号

制度名、番号 制度名、番号

その他の エコマーク認定商品 16 105 002

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 2017/2/24

証明機関 証明機関

(公財)日本環境協会エコマーク事務局

証明範囲 証明範囲

製品全体の総質量に対するバイオ率

日本バイオプラスチック認定商品 No.306

2016/5/25

製品全体の総質量に対するバイオ率

・吊上げる際は吊りロープにフックを引掛け、吊り部全体に荷重が均等にかかるように吊上げる。
・地面を擦るような横引きはしない。
・吊りロープ以外の吊り環部にフックを引掛けて吊上げない。
・吊上げ時、袋体の下には入らない。
・充填後、保管中は転倒しないように注意する。

・コストダウン→普及率を高めて製造コストを下げる
・植物由来ポリエステルの認知度向上→環境貢献ができるメリットを中心に啓蒙活動を行う

・下記の実験を行い、国土交通省要求性能に適合していること、従来の石油由来製品と同等
の性能を備えてることを確認した。
「網地の引張試験」「耐候性試験」「耐薬品性試験」「耐腐植土性試験」など
（建設技術審査証明報告書に試験内容の詳細を記載）

「エコサンクネットR型・SR型建設技術審査証明報告書（一財）土木研究センター」付属資料
-4.バイオエコサンクネット性能確認試験

「ラブルネット積層工法 設計・施工マニュアル（一財）土木研究センター」資料-8 積算資料

「ラブルネット積層工法 設計・施工マニュアル（一財）土木研究センター」第5章 施工

新技術等名称 バイオエコサンクネット

A-3

新技術等　申請資料（３／５）



A-4

登録No. B-21086

実績件数　   県内現場数→ 5 件　　　　　　　　　　　　　　　県外現場数→ 62

発　注　者 工　期
工　事　名

及び
路河川等名称

工事請負者

（記載例）

県水戸土木事務所

2003/9/1～
2004/3/15

道路改良工事
水戸神栖線

茨城県庁（株）

国土交通省　関東地方
整備局　下館河川事務
所

2018/11/7～
2021/3/31

Ｈ３０鬼怒川左岸船玉伊佐山地
区整備工事

（株）大林組

国土交通省　関東地方
整備局　下館河川事務
所

2019/2/13～
2020/3/31

H30鬼怒川右岸鴻巣排水樋管改
築工事

（株）植木組

国土交通省　関東地方
整備局　下館河川事務
所

2020/6/15～
2021/3/末

R1小貝川左岸上郷上流低水護
岸災害復旧工事

若築建設㈱

茨城県水戸土木事務
所

2020/7/15～
2021/2/28

02国補河改第02-05-230-0-001
号　31国補河改第31-05-731-A-
004号　合併河道掘削工事（その
4）

仙波建設㈱

国土交通省　関東地方
整備局　北首都国道事
務所

2020/5/29～
（継続中）

R2圏央道利根川橋下部その1工
事

大成建設㈱

国土交通省 東北地方
整備局 三陸国道事務
所

2018/7/19～
2020/3/25

茂市地区道路改良工事 ㈱新井組

国土交通省 関東地方
整備局 常陸河川国道
事務所

2020/3/28～
2020/12/28

Ｒ１年度那珂川河井上地区低水
護岸災害復旧工事

(株)加賀田組

国土交通省 関東地方
整備局 利根川上流河
川事務所

2020/3/28～
2021/2/26

Ｒ１利根川左岸柴町低水護岸災
害復旧工事

りんかい日産建設
（株）

国土交通省 関東地方
整備局 利根川上流河
川事務所

2020/4/1～
2021/2/26

Ｒ１利根川左岸徳川町低水護岸
災害復旧（その２）工事

伊田テクノス（株）

国土交通省 中部地方
整備局　三重河川国道
事務所

2020/10/26～
2021/1/29

令和元年度　鈴鹿川南鹿島河道
整備工事

信藤建設㈱

新技術等　申請資料（４／５）　施工実績

新技術等名称 バイオエコサンクネット

実績数が多い場合は，別添としても可。なお，その際も件数についてはこの表に記入すること。

県
外

県
内

施
工
実
績



新技術等　申請資料（５／５）　（写真等）

新技術等名称 バイオエコサンクネット 登録No.B-21086

A-5



様式B

当り) 円 円 円

経済性
= / × 100
= / × 100 = ％

当り) 日 日 日

工程
= / × 100
= / × 100 = ％

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

品質・出来形
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

安全性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

施工性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

環境
= 合計点

=

※記入要領
①「経済性」「工程」は従来技術との比較を単位あたりの数量で行う｡
②その他の調査内容に対する評価は3段階とし該当する番号に○印をつける。
　従来技術に比べ優れている（+1）
　　　　〃　　　同等程度である（0）
　　　　〃　　　劣っている（-1）
③（+1）及び（-1）に○印をつけた場合は、理由を記入する。
④減点要素とも、加点要素とも判断のつかない場合は、0に○印をつけて合計点を算出する。
⑤合計点は各項目（5つ）の評価の合計点を記入する。
⑥入力は 箇所のみとする。

0.28 0.28 0.00

短縮日数  従来技術の施工日数
0.00 0.28 0

208,031 208,031

工
程

従来技術と新技術の対応する施工サイクルについて、施工単位あたりの実施施工日数と従来技術の概算の施工日
数を比較する。

従来技術 新技術 短縮日数
施工日数（ 10袋

新技術 コスト差
0

コスト差  従来技術コスト
0 208,031 0.0

コスト　( 10袋

・耐久性は向上するか

活用の効果　評価表

新技術名 バイオエコサンクネット 従来技術名 石油由来ポリエステル袋型根固め工法用袋材

単位あたりの関係するコスト(施工費、維持管理費等）と従来技術を使った場合の概算コストを比較する。
従来技術

0

品
質
・
出
来
形

調査内容 評価 理由

・品質は向上するか

・出来形・精度は向上するか

・品質・出来形の管理項目は減少するか

・品質・出来形の管理頻度は減少するか

安
全
性

調査内容 評価 理由

・墜落・転落事故の危険性が減少するか

・重機災害の危険性が減少するか

・飛来・落下物災害の危険性が減少するか

・作業環境が向上するか（暗がり、騒音、狭所作業の減少）

・危険物等の取り扱いが減少するか

0

施
工
性

調査内容 評価 理由

・現場での施工が減少するか

・仮設工が減少するか

・作業員の負担が減少するか

・産業廃棄物の発生量は減少するか

0

・熟練度に依存した作業が減少するか

・施工の機械化の程度は向上するか

・省エネルギー・省資源化が向上するか 温室効果ガス削減など

環
境

調査内容 評価 理由

・周辺の大気汚染・土壌汚染・水質汚染が減少するか

・騒音・振動・粉塵・交通規制等が減少するか

経
済
性

調
　
　
　
　
　
査
　
　
　
　
　
項
　
　
　
　
　
目

1

・周辺の自然・生態環境・景観との調和は向上するか



様式Ｃ

経済性比較表

新技術名称：

従来技術名称：

経済比較する条件

○新技術の内訳（直接工事費） （10袋当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

【製作】世話役 - 0.13       人 22,700     2,951      H29年度千葉県単価

【製作】特殊作業員 - 0.13       人 22,100     2,873      H29年度千葉県単価

【製作】普通作業員 - 0.25       人 18,600     4,650      H29年度千葉県単価

【製作】バイオエコサンクネット 2t型 10.00      袋 10,000     100,000    -

【製作】中詰め材 50～200mm 12.50      m3 5,000      62,500     H29年9月千葉単価

【製作】バックホウ運転
排出対策型 クローラ型 山積
0.8m3 0.13       日 59,201     7,696      -

【製作】ラフテレーンクレーン賃料 排出対策型 油圧伸縮ジブ型25t吊 0.13       日 53,000     6,890      -

【製作】諸雑費 労務費の2％ 1.00       式 209        -

【据付】世話役 - 0.15       人 22,700     3,405      H29年度千葉県単価

【据付】特殊作業員 - 0.15       人 22,100     3,315      H29年度千葉県単価

【据付】普通作業員 - 0.30       人 18,600     5,580      H29年度千葉県単価

【据付】ラフテレーンクレーン賃料 排出対策型 油圧伸縮ジブ型25t吊 0.15       日 53,000     7,950      -

【据付】諸雑費 労務費の0.1％ 1.00       式 12         -

合計 208,031    

○従来技術の内訳（直接工事費） （10袋当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

【製作】世話役 - 0.13       人 22,700     2,951      H29年度千葉県単価

【製作】特殊作業員 - 0.13       人 22,100     2,873      H29年度千葉県単価

【製作】普通作業員 - 0.25       人 18,600     4,650      H29年度千葉県単価
【製作】石油由来ポリエステル袋型
根固め工法用袋材 2t型 10.00      袋 10,000     100,000    -

【製作】中詰め材 50～200mm 12.50      m3 5,000      62,500     H29年9月千葉単価

【製作】バックホウ運転
排出対策型 クローラ型 山積
0.8m3 0.13       日 59,201     7,696      -

【製作】ラフテレーンクレーン賃料 排出対策型 油圧伸縮ジブ型25t吊 0.13       日 53,000     6,890      -

【製作】諸雑費 労務費の2％ 1.00       式 209        -

【据付】世話役 - 0.15       人 22,700     3,405      H29年度千葉県単価

【据付】特殊作業員 - 0.15       人 22,100     3,315      H29年度千葉県単価

【据付】普通作業員 - 0.30       人 18,600     5,580      H29年度千葉県単価

【据付】ラフテレーンクレーン賃料 排出対策型 油圧伸縮ジブ型25t吊 0.15       日 53,000     7,950      -

【据付】諸雑費 労務費の0.1％ 1.00       式 12         -

合計 208,031    

バイオエコサンクネット

石油由来ポリエステル袋型根固め工法用袋材

【施工条件】
(共通)
・施工場所:主に河川・海岸護岸の根固め工、河川・海岸護岸工、橋脚の根固め工
・施工内容:袋型根固め工法用袋材の製作と据付
・施工数量:10袋
(新技術)
・バイオエコサンクネット
(従来技術)
・石油由来ポリエステル袋型根固め工法用袋材
【積算条件】
(共通)
・人件費:平成29年度千葉県(出典根拠:「ラブルネット積層工法 設計・施工マニュアル」
　資料8(平成27年1月/一般財団法人 土木研究センター)
・出荷場所から現場への材料の運搬費は含まない。
(新技術)
・バイオエコサンクネット価格表/大嘉産業㈱発行(平成29年9月、全国単価)
(従来技術)
・エコサンクネット価格表/大嘉産業㈱発行(平成29年9月、全国単価)



※摘要：令和３年度　茨城県版 様式B

当り) 円 円 円

経済性
= / × 100
= / × 100 = ％

当り) 日 日 日

工程
= / × 100
= / × 100 = ％

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

品質・出来形
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

安全性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

施工性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

環境
= 合計点

=

※記入要領
①「経済性」「工程」は従来技術との比較を単位あたりの数量で行う｡
②その他の調査内容に対する評価は3段階とし該当する番号に○印をつける。
　従来技術に比べ優れている（+1）
　　　　〃　　　同等程度である（0）
　　　　〃　　　劣っている（-1）
③（+1）及び（-1）に○印をつけた場合は、理由を記入する。
④減点要素とも、加点要素とも判断のつかない場合は、0に○印をつけて合計点を算出する。
⑤合計点は各項目（5つ）の評価の合計点を記入する。
⑥入力は 箇所のみとする。

経
済
性

調
　
　
　
　
　
査
　
　
　
　
　
項
　
　
　
　
　
目

1

・周辺の自然・生態環境・景観との調和は向上するか

・省エネルギー・省資源化が向上するか 温室効果ガス削減など

環
境

調査内容 評価 理由

・周辺の大気汚染・土壌汚染・水質汚染が減少するか

・騒音・振動・粉塵・交通規制等が減少するか

・産業廃棄物の発生量は減少するか

0

・熟練度に依存した作業が減少するか

・施工の機械化の程度は向上するか

施
工
性

調査内容 評価 理由

・現場での施工が減少するか

・仮設工が減少するか

・作業員の負担が減少するか

・作業環境が向上するか（暗がり、騒音、狭所作業の減少）

・危険物等の取り扱いが減少するか

0

安
全
性

調査内容 評価 理由

・墜落・転落事故の危険性が減少するか

・重機災害の危険性が減少するか

・飛来・落下物災害の危険性が減少するか

・品質・出来形の管理項目は減少するか

・品質・出来形の管理頻度は減少するか

0

品
質
・
出
来
形

調査内容 評価 理由

・品質は向上するか

・出来形・精度は向上するか

・耐久性は向上するか

活用の効果　評価表

新技術名 バイオエコサンクネット 従来技術名 石油由来ポリエステル袋型根固め工法用袋材

単位あたりの関係するコスト(施工費、維持管理費等）と従来技術を使った場合の概算コストを比較する。
従来技術 新技術 コスト差

0

コスト差  従来技術コスト
0 188,606 0.0

コスト　( 10袋 188,606 188,606

工
程

従来技術と新技術の対応する施工サイクルについて、施工単位あたりの実施施工日数と従来技術の概算の施工日
数を比較する。

従来技術 新技術 短縮日数
施工日数（ 10袋 0.28 0.28 0.00

短縮日数  従来技術の施工日数
0.00 0.28 0



※摘要：令和３年度　茨城県版 様式Ｃ

経済性比較表

新技術名称：

従来技術名称：

経済比較する条件

○新技術の内訳（直接工事費） （10袋当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

【製作】世話役 - 0.13       人 24,000     3,120      令和3年度茨城県

【製作】特殊作業員 - 0.13       人 22,000     2,860      令和3年度茨城県

【製作】普通作業員 - 0.25       人 20,500     5,125      令和3年度茨城県

【製作】バイオエコサンクネット 2t型 10.00      袋 10,000     100,000    

【製作】中詰め材 50～200mm 12.50      m3 3,350      41,875     令和3年9月水戸価格

【製作】バックホウ運転
排出対策型 クローラ型 山積
0.8m3 0.13       日 56,800     7,384      令和3年9月関東

【製作】ラフテレーンクレーン賃料 排出対策型 油圧伸縮ジブ型25t吊 0.13       日 53,000     6,890      令和3年9月関東

【製作】諸雑費 労務費の2％ 1.00       式 222        

【据付】世話役 - 0.15       人 24,000     3,600      令和3年度茨城県

【据付】特殊作業員 - 0.15       人 22,000     3,300      令和3年度茨城県

【据付】普通作業員 - 0.30       人 20,500     6,150      令和3年度茨城県

【据付】ラフテレーンクレーン賃料 排出対策型 油圧伸縮ジブ型25t吊 0.15       日 53,000     7,950      

【据付】諸雑費 労務費の0.1％ 1.00       式 130        

-          

-          

合計 188,606    

○従来技術の内訳（直接工事費） （10袋当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

【製作】世話役 - 0.13       人 24,000     3,120      令和3年度茨城県

【製作】特殊作業員 - 0.13       人 22,000     2,860      令和3年度茨城県

【製作】普通作業員 - 0.25       人 20,500     5,125      令和3年度茨城県
【製作】石油由来ポリエステル袋型
根固め工法用袋材 2t型 10.00      袋 10,000     100,000    

【製作】中詰め材 50～200mm 12.50      m3 3,350      41,875     令和3年9月水戸価格

【製作】バックホウ運転
排出対策型 クローラ型 山積
0.8m3 0.13       日 56,800     7,384      令和3年9月関東

【製作】ラフテレーンクレーン賃料 排出対策型 油圧伸縮ジブ型25t吊 0.13       日 53,000     6,890      令和3年9月関東

【製作】諸雑費 労務費の2％ 1.00       式 222        

【据付】世話役 - 0.15       人 24,000     3,600      令和3年度茨城県

【据付】特殊作業員 - 0.15       人 22,000     3,300      令和3年度茨城県

【据付】普通作業員 - 0.30       人 20,500     6,150      令和3年度茨城県

【据付】ラフテレーンクレーン賃料 排出対策型 油圧伸縮ジブ型25t吊 0.15       日 53,000     7,950      

【据付】諸雑費 労務費の0.1％ 1.00       式 130        

-          

-          

合計 188,606    

バイオエコサンクネット

石油由来ポリエステル袋型根固め工法用袋材

【施工条件】
(共通)
・施工数量:10袋
(新技術)
・バイオエコサンクネット
(従来技術)
・石油由来ポリエステル袋型根固め工法用袋材
【積算条件】
(共通)
・人件費:令和3年度茨城県(出典根拠:「ラブルネット積層工法 設計・施工マニュアル」資料8(平成27年1月/一般財団法人
土木研究センター)
・出荷場所から現場への材料の運搬費は含まない。
(新技術)
・バイオエコサンクネット価格表/大嘉産業㈱発行(平成30年10月、全国単価)
(従来技術)
・エコサンクネット価格表/大嘉産業㈱発行(平成29年9月、全国単価)


